












 

 二分脊椎児の歩行障害の要因が,対麻痺および下肢諸関節の拘縮や変形であ

ることはいうまてもないことであるが,本研究においては,①まず歩行障害の実

態を明らかにし,②以上のような要因との関連を分析することによって対策を

見出そうとすることを目的とするものである。 


